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煙 火 用色 光 剤 に 関 す る研 究

第 3穀 炎光スペク トルにおけるJlックグラウンドにつし､て

(何 軒33 年 BB 25E 安 ま)

I打 水 I武 夫

(N等大工作東虫tE)

l 持 古

柑火にliける也光跡 油 常倍化7臥8LJl招札 炎也W.
YL･王とすら肘f+邪品の和讃であり.その灸光は炎也詞

にLG(関するqr態のスペグt/ンのほれ 椴化札 肋漁期

また.エ不納 fZ等の成～伽 にあきその共ItlJこ生娘IT

も拘コに既凶し授ス-2L/,.柑スべ7トル茨び遭捜

ス-タトルを濃集する｡鮒 iエlT石に対して-つの-
,7′ラウ./Fを#ムtL,i芳明七色ZIを柑t)とする
HrrJに対して通常肘 作用をする.よってぷ久'Cll炎

色洞JL合t=色兜先に対して分析1_,行う■こ先(=Jl党づ発

色現を/i:いた五本的''L軒家か貴兜.こついてプラソク穴

熊If行い,その文集スペクトルの吠蝕Jf明らかにし特

にその生坂JL左右すべきET=こr..の妊少句廿とセa:

究する.

II Li料用売品の主■6g.技fl用iZi包の練達

(I) 頼化禰

EP碍カノウム 市税 迄持続長.也託dlカyウふ.

727臥糊 柁扱晶.迅姐詳伝カリウム fIJ耶抑 特赦品

及uエ乃Jfl瓜セajS7水3回771払VL.世相J'弼アノ七二

ウ.,. =茄)11品な液潜水4回円IB臥 粁俄-1)ウJ.

IrJkLIKf11S依れ 吐諜依/:リ .)ム T利fW■訪濁水3

MFl持臥 氏族ストpソテクム =匂JI脱炭滑水3円
市T.←血淡さナル7ル7-ノ-.こて茨汝JくlJウJL斗yi'TA
｢jJま.

(I)巴Jq_甫

J._ラ′7,汚ナ一･/A),教員ヒ JL,11班ビナナ.ニ
何れもft)Tt(曲で次の晶耳のもの/_,用17=.

事 1 均せ邦にEEする麦でオr 巧
C 0 II Tt ll

と ウ ノ タ 七7∝1_,二三F7J Lチi O.ほ!言

辞 + ･T-/ 7t.77 15,35 G-1 ワ

e 世 t:-IT 7512 '～{ JJ C.87

石共 t=Lノナ 9191 3こユ J: =J O=1

｣
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-(タネyウム取^ 7fiFJAて銭こ空が高く7ルミニウ

ムの琵鮎 瓜三唱められない.皇た相帯に完全に朽併

する｡炎の逮妙 所促 に威してJ机.た.ヤクネyウム

動B ^に比供して1沌狂が低くユIg?57:甥,I.入】2127
9..I.也厳科 ;塀分0.00ガ.一役のス-2トル分析用に

用いT=.tZJEは何LLも )77F'&詑全通 ,
ナ ,̂ミュウム扮 aJ-政品■片帆 たま 】C5ILrEZjt

速｡棚 不粥展分 CO,<多少の71JteT.史セZZ!めち
ttt=.

塩化ビニール (I.HICllCl)It文中にJA帯ガスセ供

出し符もむが詞である 祷̀n晶,ff所fEJ7!は次の如く

であった.Cl51.,3〆(班 化ソIF ,牧分､O.∝,'Z.
(分子式lこ上るZW 班 Cl:567三方).

ペソ･t'ソ-+サグf'ライtlC.H.CJ.aド.C.)3ミ

中に連票ガスセ供拾し符る主潮 て311_,'市Ef鼻でIi

虫類としてrJiIIC セ莞出し'=もとを用いJ=.白色
の舌馴 こて朽ffの丈屯を有すら.分析蛙句.三次の如く

であっ'_｡C1709C〆(ナt･リウム法1.(分子式に上

る監葺岱 C173日が).
六!丘化ユタ/CICl●炎峠▲こLLLJ呈カメを映治し柑ろ
仙!盟邦である.了Fj姐のものセそのまま用いた｡

そ肘と,//そこウ人 糞中に岨栴WスJ_,IJ:放し柑る.
71J取品3lL･1歳m水7Ilf.WJ.
姓化173pyウム 炎ft'に拡宗又.地 角ガスセ映拾

し搾る#-iJ又とi'3えらtLる7)｡(ち.3¢F)
(3) 柵 用三石包の件丑一方=軌 こてiiべたものと
rn1-であっていい目/艮三九頓たた'.tmm発きErtnm

の第包てその光速にl■l火する如くLfもの 所f▲こrt.,.
i:-つ(牡 に 】-31こせhJL -.

Ⅲ 分光裟t及ひ附帯泣くt
仕完分光Z;.三日爪 立Dもn-=3)1.早(l皇BEZZ.7t:

:三次のhくである.

7')〆ム q,I.鰍 +L正_角東榎子艶屯召整.こ光し.i

太プフズふ,任用血3■,こr..こて可gt,Q_の父用l二十



20 エ ヌ 久 光 区 会 浅 羽 208 的 lF

分戦える.
スリ1ト rNIFErO.01mm.rm1憧式
祝押P7 1802(′

入… と平井FI光軸とのfrrの 約 50'

有朋 一二町する砿PJ湘1-'Jl'FrtE較diこなすPJ
165一

升A2斐 初期o)舵 において.ニ Jlmrn(､_nA).

〇〇′Amm(Hr･い It:_lmm ふ A),I.71flL,

捜謁lこおLて■=蜜 tLLtやこll上P),ト.書くし.Z3r.i
mm lCU.Il,町.,LinlTLこざ1 か ImrrLt､ A)

セ三石和した.

琴鳩 7)恥ijEi.二.こ5.lmm flの群伏見 こ.その上

に --rnrr･仔の1襟を鼓けf=qLL;-こriって.ここのi苛昔

IL通じたナヒZ)'･RZl†■こ批 さZlq T々zJt鮒 のため.こ

粥t=虻fgである

批 ･こつってl三先●こ和し分ザPo)IL一対1j舟よりスッ

TL･こ対-=して77イノダ-書記.十宅のL(Zを中点し

た この柏倉かゾおの奴界nF勺に入るW <.三位溢宗の
均分 (スり1トと実との甜 E?L･m)的 em であり

ZS丑斉の社告 (六gナトと菜との拒■ 三二｡m)的 ほm

てカる この社台Tiのjt特上･窄十る廿を'土石分光菅

に#入L得ない.皇'=共の彩状JhJ,不瞥宅であり常

に一定何分を升光Zlに中人することはEil諌:ない`従っ
て分光執 こ上って汝影さLll_久へタト′ノ.三内詔.=おし

ての7L皇帝･こ比枚のjB牝が･ある しかしたるへく現仲

偉力t)ウムを併用した48台.こおlて.坊鮎 としてセ

ラック,nL-チャソ.LMとビヶチ,'G酸t_ケナな用いた
額分のス-クトルを稚71した.
.JilJ

Q' 雛 J)'=め燃gtLT=ft)河の会稚魚(g)

J 七レLr7人Ⅷ 池にて脈 した炎の掛 二

t 全伽 書rtll(set)

LL 帝有のJaLlrJtqtよりflJらL'_発光ま えんや

-,こItlfi十三r

ll･一 I-I

t:九88を通して拙 さJl†ニス-タtJ'･Jaの尖
さくn.,I.こLhエーS:吉RI=<スべクト,,

倍の･BLFEの文相 に比粥する

d 丑大pBTk汚先 払50人 における韮紀久-
タtんの乾ケしとにIL.Tも熱化悪Bt

その妃分!=らCl.ニ15tu 東.三次Q)如くfrった.

兼2 底止 系 ,･′′′ラ･)/r8･牌成する美本q

- ､=:-･1g芸岩井7 - ゥ '' 聖賢
.T(O.F も M ～ I. I

コ:9 -_ウ ' ′ 9 _日

=!C 洋 ナ ー ′ LS 3L .旭

=11 と 牧 t- =5t ~(, Lさ9

卿 的 煮件七一Si)として琵l蜘 こ¥■相互をも比較し コlニ T P!ヒ ナ ･ 1533
柑る上目こ枇m r=,またこの桝肌の野犬相Tiの比較

〟
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m t-1二､1才票宗ptH ■' ､̀ 賢::

の尺収の延性が1た棚 化 して･七t,エウム光稚拙にエ :<o Rl. P, 河 山 / / E LI
って灸の光加 斗和 し･別に柵 仲村d>椎tpm をも 21- . ク タ 817 .3R38 18 1563
榊 .=it托 した 2日 11 + 一 ノ ニ旬 W 235 5CO 31C9
刺 ;.'胤 ,た屯鰍 よさくら-/タpEてあるbm 2]5 松Llk 3E3 fCOl4-. 2占8 2.586
1はこQ)屯紗こよっ{地形さ^/J LFAス- ク トル 2J占 T,決 ヒ , I 3: .CCC h59 550 62tO1はこQ)屯紗こよっ{地形さ^/J LFAス- ク トル 2J占 T,決 ヒ , I 3: .CCC hi9

て･こztに=ってこのク拙 22と&地 との分光凱 桂合 札とのち･六七妃.†ると次の如くである｡
守S性を大体知るこ が･出キミる.

写X) 火映′べ′ト･lb'1Lr

r▲(-q･llF7Fq FJ'1[坤ttrqtpif.(13;''l

tZiエぴ.さく ･ ン タL･FTワにころ.
rl 俵ia系におけるJt･LJクグラウン ド

写x2 i2相LiI*7 ウ▲t:鰊氾T:とす1.,伝
代7概 烏Iと軒として掛 ア/ {ユウL.,岩姓兼 泣茶･: I-ラ? /

20



用火用色光WlにBSするe!兄

写X3 適地hL酸カリウムを倍化刑とする伍i旦茄

Jl'?タタラr)/ド形黙 過也米穀ア/JEニ

ウふな倍化刑 とす る梯分(耳炎2)にて現われるス

-クトルは次の如くである｡(A) .NtnJ)蝕 r)

,5896ん D,5890̂ こLUま倍化和文は歯性期中に

混入する不純物中にiN.1化細 を含むためと考えられる｡セラ7

タの場合には硬度が小さく J-2.5,その

他の場合は大胡こ■-<のY.t虻である｡(I)) 連投スベクトJ･-CS(C)(>5050人) これは
告知 中の含有yt粟の灼声に上って生ずるものと思わ

TLる｡

セラ1クにおいて殆ど近めらLLで,秤+ -ソ.敬ととどブ

ナにおいて【lJf桔等しく. Et_1-3.5てある.石沢t='ブナは空に

大であって L'L.山一5.5である.送塩素頼カ

yウムJ_/倍化刃とする場合 (牢井3)にて現わTLるス

-クト/･･lf次の如くである.(a) XaT)撰 5895,58拍

A 前同坪.こ解化花中L=含まttる不妊だ等によるのであろうがL鼻
姐崇偉 アyJEニウふな用いた場合.Eウも鼓度が大であって.この均

/JはJb思刑のii57には治と馬托し1Lい.l-5

9でありこのように強酸が大であるのは和合 (2り

の蛾合よりも炎の温度か拓いためであろう(那2職

参附)｡(b) K担 カリウムJS(子

に上る扱ス-タトルであって摂讃は れるものは次の四

粗刑である.K.(豊 富詔チ

K2(認諾 芸:
K･(喜謂 溜 設 :

に一(40<4.{⊂kB,

このうちK.
が比附く
.

他は粥い.
K
.は扱
塵

皮
.j
二位いから-il にはE(攻はあまり鵬 接とl王

たちたい｡このスべタト//:淵 の荘別には

Ji欝きれたい.(等式3にi三J(.は入っていたい.)(C) 連班スべクI

ル CS(C)(>5∞0Å) こLtは 21獣鮒 の見町に上って頚虎か点 る｡'d

.の辰はセ ラ,タの*合 l.印 ナ ー-

/ i.色艶ヒ7チ 3.石LAeヒ +Sで

あって大件合71仰 の且の軌亨になっている｡(d) 連投ス-タト/,CS(
K)くく1WA) か .AべクT./Lrhtn外に向って延びている｡これ

は勃然花のtiqJこあまりJi書しな い . こLtlfカ



ニ t i A Lj 仝 S l =1)t I t三

写T4 退qrZr7′･tエフ･Lなせ化村とする書

tL系,;7タ71.7

ノr写X5 iLgl井伊わylふな丘化刑とすZIti

L素ハ ′P/?ウ ノ F写■6 硫*カgワ

ふな放た前とする7ttL美,L7gyf ･)/ ド

考蕪 過姓

讃俄丁:/そこウムセ倍化洞とす るJa合(写兵 ､)恥 Itる

ス-ク /ゝI,は次の如くである.77ネyサムセ助泥剤とする場合

(.1) heat)は 5896,さe抑A丑も奴狂が大
であり,伝化飛中の不払抗■こよるものと

考えらttろ.PG屯のため炎串のXaは干地 の絹合もまた大
であるから.為に m D

はの轍 を対し鮎 の不拡抱も古しく影■すち.押し:<o l21で.こ殆ど恥 11

ないZ5･, このit治C)輔 .i苫[=想え机 ･も

のであった.LのGlセ示せL･'_X'O.==こ,0.1〇 二三:こ.ど,ヽ olニ4 57

であってその軸 と大洋Eに比餅している.b) lヽ

gO Jミソi' 真空貞方向▲二だ功をもつ.正弘 こて,-7=せIi'51SrA(亡,I).三∝7AくC

.0)畠･tJIさLtち.この扱3)nEEは†7 えツタムの羽合

七相加す引こ従って相すし亡) tヽgCl9.こ/t'丘6LA,引CtA .こ和久ベタ トルか扱われる.斗Bfは和 申-,7

･ryサムの合一二光捕するか如くこillt捷述する上)に

地 ガスの#たでた.bて恥 Jtろ.こLu三MgCI,:'/

Iであろう(.ff昏される.(a) 良化一7x/サム王政ス

-′ '･CS(･uF1-0,)-

A.-規昆虫atにわ{_19て現われる こLlの軸 .i中正串の･7

〆A/ウムの含JLに大体比粥i'7J.ア/.11こク▲rz肋最期と
する特会く1)hldD強 三捌 .5qX)̂ 不牌

.こ上ももので簸虻は相当に大きい.(b) A)0ノ:/r16d46【1.0).154=1. ,㍍ LL･･

)A こL=三EZeE兵のPlにeZEZ]セもつ.

(｡) 叔lE7'ル!エウふ雄 ス-クト′.CS(AI'O

y)こLuま可搬市会

beにおいてBu･)九る.地租jZ俄カリウムな鮒 ヒ邦とする堵缶

(棚 5)･こ現われろスヘクト/L･は次のことを掛 ､ては池

姓米俵7ソそこウムの堵L.,I(瑚 4)と伺-である

.(A) 新たにK摂及びCS(K)連FZス-タトルが･瓦

′フく】1(b) IゝJICl,.:ソrdl占5.山U.Aがltl失する

,(L･) 全作としてia姐超鮮71/JeLウムセ転化雨Z:

する3a企上りもq_故7t-タトルの軌EEb'･大である

｡脚 力.)ウJ･セ尉 ヒ剤とするJt合 (写井6)[

=汲bltるスべタIL'-.三次のことセ掛 ･てLま逸脱

LETン′そこウムのgL舟 (竿#4)と同一である.



*によろものであろう上位昏tl.hる｡

11 パ･･Jクゲラウ/ トに対するtX兼

若Lくは葛甘 ガスの形 宇

･X･J)久へ7トJ･のZi3iくO棚 cf.古史郷 苦しく一二

斗艮d六は共時.こて羊だ五tl=巾をJLすること三°我明

し こ̀ ここに一=その臣事1㌢ :ソ779ウr▲こ,JI.てftp

}!十も.

示加地 荊としてよっLのセ苛Lだ.
也兼ガス欠_Ft初
Z).HC e.H.C】▲ Cl.73.ll,'3

-gL化3LJ/ C.Clt C)8?.き!..''

功帝ガス発生前
JJZ化ヒニール CIllCHC】､''tlC] 三つ3'T''

馴 ヒ7'ン･Jtニサム X'H.⊂l HCl出･∃T}.';
但し姐化7ン･Jt二.>･L.}次発七含まないため.ここLIO

きくの犯人は鰍 を妨げも不だう'Lある.
6,I qEl某

一軒▲ここの唖の配転荊t･ZL･tてら故7!カ'･萌放て一三た
い.こLt.iこのfAの況色町 こよる発光で.三脚 ス-タ

tL-.ま主として沃素.ナ トプウふ.カリウム尿千一二捷

凶し,gZ諾又'ま班長でス五二存在しても文尤柁 1_,除左
寸へき圧瓜が起らない'=めと併せられる.

6.2Xl某

上記T=乱切のAtだ宅にl/.Ir:柵 した.

兼4 ･17化たたtA-P柄としてわ5=L'=iLL-L=

Tll･tも,.' 7,Jサ ケ･/L一

児可 …芸…雪;ヱ'人 篭 W ,

:LIo.如 tI 育

119 B HC

3この 六 q lヒi J/
PH 也 化 L,-- レ

:-い 叫化TノJt1 , -
17や 一七叱7/Jt昌り_

.I

〟.='二
･

..A;.
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こDJAO逆洗久へ7日1･の鼓せ.三大斥I.の辞に比餌

･rると入なしてよいカらL.{･小さい.さこ粕 は9)-3裸
は小さいこと■こなる.怒るとき.ま射 ヒビューr･ま･JLも
作Jib･姓く次いて射 ヒI'ソ3_こ.}上,8HC .姐化

ユ7ソのJtTTfとILも.即ち斗烏ガスを,発生するもの{.
Jtも作lh'･難く.･1業ガス+_,発生十るもの.i二九より

もIJFtlllFL車い 士Jここの作用のt2*のTF-当た冊 のた

めに.まEについ.tも考ttLなけJHエ1tらTLい.何とた

れ i,IPIこ私印 書紀 Lが乾びただけでLI_[-_小=-くな

23

ち.-,Lら.共の EIZCIX.エCID社製.ミF_'Jf祉少させる

ここでなけjtほならI=い しかしてE'についての蛾

覇7)那 .三L.につ1,.てと冗-であるから大体JR の朝

軒.王正しいと考えT:ヱ'..である).

熊lヒf)として邑以 ホアンモニウム,老生戎朽カ )

クエ.三fuLもCIIz含んでいるbJ,F,古は帝京の愁牧

こZ≡して IIClをたまL技竜.ニClも HClも汲生し

たい.(このこと⊥三共を水中.二次きつ.1てrB現 させ 棟

.ここ'?水中に生成しJ_梅見 こついてしらペろことに上

って容易.こFLわらilる.珪って文中の作用.ミ舟者.こお

いて異なる.古で.i-ち.こItは配合｢_73).(24)'こ上って

知ら11る`即ち粥･Jf.こついてI.及びEセ同一7t治比に

て比牧すると逝蜂巣LkT/-tニサム詞のJJが低い伊を

示し,その仲川の大なることを,I.している.

yt:こ全然吐謡を含まない軸 カー)サムセ倍化洞とし

'二枚舌.こ止血軌こなるであろH L.このJ8台に11.Ti兼

化合輸{2番加した常取.まBtも鮮明.二見bLtろ官 で あ
つ,

7E5 AtL苫eI化¶七円1,･租が化合ちと的efZと

して-1コし●､-4..i.こr..†も.:.r-●1ノ

艮I--(T,IT,… 孟ノ;二 …護 くけ柿

＼〇､E1 ln Fl .I I. I i.

三53 BHC. ･cI24CO 19.0 5a7
35･; 六 4llCl タ′ EE4cc0 15.0 (a)8
3j3 .ti 化 L_'こ - - aコ 1丘CO I8.5 37tD
三三5 .tircアンリ LウA 2_5 16∞ 22 4llt

≡!つ .塩化7/irウム 7.6 1;e8 20 '343

この罰.こよLtは竣化ビニール,,y化 ア′Jtこサムの

I.,LTが他に比して小さ(.Clよりも HClの触 b-I

戟苦であることな知 り7U,lJ｡

次に以上何Ltの場合▲こも最も作用の大きい畑 を'T{
す･jl化ビュー/L･についてその配合伯缶による郷 なし

･'.べも.

ZE6 4 rctr÷-/･セ斡tt弟として用いた1台そ

のlE缶ポ合に上るAl書

だa(:可 ≡芝 … 写 …,芸ウム 諾≡17.'′外紳)
＼○ L v I. L r

3っ1 0 F.5 40.∝0 3.0 11.120

三42 b a.7 32.(Xカ 3.5 ]2.880

3'3 10 8.5 8:氾 135 1,271

3朋 15 8.1 6【氾 hLO l.4TZ



エ 3:九 才 泣 虫ヱ 輔 20書 郡 I R

皮- ,‡.:冨三:_;; Lf･
1I-j

tタ;(外挿､

○コ ,､_
63 1J_. l<
2- l【;

15 8･= l･ilコ Ie.5 3.し_

11上･こ上って入るに堆†ヒビL:-JHL,対す.こ琵ってL

及びF'をhE少し,従って棚 を.7P 作触 ･大きい=

1てあるqLかしこの初会同時･こ炎の温まを陣下すろ

群Ayも大さいであろうからこhh･.男色効果.こ榊 を乏

Iけ ことも考えたけ･ll=たちたい｡

634兼若しくはgbカスの炎中におけ引乍用の
事A

以｣一に1って･W 又は姓裁ガスまま荊溢宗一これ ･て妨

iyス-タトルの軸 七位下する作用p)あることか琵睦

仙こ知られた -7ネシウふなか ∫和剤の!!概炎:=つ

いてtrえIJ一晩#スベクrJレは此述の如く lゝgO.ゝIgCl

(?)-/r及純 化-17不シウム遊牧ス-タレ･であ

I)･中でも樹 ヒマ′手/クエ迷捷スヘクト′一Zま可y_lY,
Q)全軌 こわたって鼓反が･大である.inJLてスべタr,.

年共に上ttだ蚊 ･三並炭*-スの炎中における作用.ニ

(郷 ガスの作軌ZlJ･さし･)環化マグネyウム壬捷 ス

ヘクトルの牡鹿床下こある｡舛えEfW ヒどこ-ルな既
伽 とL･jA態〝スセ発生する年会;ニついてのスヘクト

ル年兵を京ナと軍兵 7上Eiの如くである(No311.近

棚 帯カリウム40,-･'†タえ/ウム637,,4Itビェ_A.E5

JP･'外却DZiIf;･一一8･7･′-.6=)｡ また城 71屯.ま
比較のため叫化ビニールの代りに同一分Rのモ ク.,タ

を用いた和好･こ1る71-タレンであ る (No3･7.逮

JLi楽敢カリウム10/..'.-:グ7シウム60タ.,,leラ,タ15

ク･'外れ- 8･O･,-.W ). こttらの比牧に 上 ると七

写XT 也化 t:A--J･一及び･t,7'を捗_Qした叫

合の土と牧ヲ'タを用

いた手合上りは lEE=･--ルを胤 ･･N u･の方が朗

らかに逸民ス-タトJ･-の真正lよ小さくfJ:つている.

24 蕪化17′■/ウム連枝六へ7ト,･の

地 位TJ)相に一二次の_つが･考えらztる

(り 郷 苦しく･三･W だス丘･･炎中にて良作 ､

lqLO,とま広しこ九七九年､IgCl･ニt:化し,その

積モこして失中の把姓tLiTのiI菅七位下する.(

2I 実軸 虹 DJ=め.こか 且女を放下し失中 )用件象

校lokIJェネJ･ー を浪少ナろ.(:J につltて*刃する･二

一位.=セラ ･クモ･?ら.D斑点茶棚 と加え･=Je{

r.三宅32弘也Jz著 し く低下し･従って逆境スへタtJ′の

媒酌 小とILる (恭二職事柄)和して軒2稚･=て催奇し･･=h

く炎のdiLF.L且tb剤として攻化ピエール馴 れ

､た切か )7Jがt=ラックをIRいた舶 II)bm ･こと
,t･bら八ている.鮎 .-.迎L'iスペクトルの軌flエiPrこ射 とどェール州 L

.[_均分の方が七ヲツタを肌 ･た船 上I)臥 .のであるから
,ここに

1咽 (2)とI仰 .=比国(り即ち姐点〝スの作用に上

って速投入へタトルの亜柾を依下することもBめ11れけはT

Lちないであろ).ま1=一万において次の噸 L
fLaが-dく上り知らLl-Iいる一).

2:MgO⊃+2CJ,ご等＼lgCl.

)+o▲各且まくoC).=おける竣講と点Z:との分Lf
を把げろとa:r 一 札 ●75(-

CIz c･3 2-o TPJ や L

OI 99･7 8 : . :コアま′二

亡＼JgO〕+2HClこ:lZgCl.]

+Ei10各且肝.こおけるiq俄ガスと水魚式との分

LL･な軌するとSCCt dQ3'

700OfICJ 50･2 75.I n.21

1'0 19･8 219 9.8この一つの

民瓜細 れ山一辞J:かこ作ってもalより宝皿 こ進む触

屯があり(日･こ籍げろ書取と才mする5.C>
如くJは る･tSLf=がら矢巾.こて生成する硬化でタ

よyウ`は比和の ⊂llsCu で･三:=く先細一群f那･llB

CJであろけ ら則 丁の反応を上記の一つの反駁t･つて捉tEL摺
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い 5,のも作且geの12丸J_,-'p:こて炎わ卓は相互の将

ⅥJ 炎の遭遇李及び馬体皇Jlの粥定 91発TR艦のEn恥 ま

Jtヒ租芸文は姐泉fスの炎の姐 ス-タt,ノ･こ対す
ろ肘 Jlを珊 したが,その鈷匁 ここttらの確 こ_つ

て炎･PED 1ヽ日0,専曳停まu子のit葬がJA少する▲こあ

った.たらは'美中の匿拝最牲1･のit正文1ここLl-=rq

すべきqt女帝足す71は'吐蒜文.三並載ガスの作用を空こ

明恥こ知 り柑ろので｡三ある士いか.附して犬IPのBl体

稚gこ開迎すべきiとして.ま炎の3S過半及びそQl'特休

in犀がJBげられる｡即ちB排 托tBlが大にILると並桝
は耗少し,また同一穴温壁における,'n休む軌 ま上昇す
ち.

71粥定方法

双軽 光祐を)7-,せL._EZLlの如くである｡

Lr S.
_赫 * 町9

番 ｢
光酔 3.より発したたか･1,/ズ I･1セ適って炎rlLf･.i

て什J_,結ぶ上う.こする｡炎F及びjLIJiLl,の舟b-Iレl/

ズ LJL適ってeJ･碓 韓 S:の7イ?メ/トの付Lに

練JLhi.'上～.こする｡この5,互び F.111.め_･1のt

f=つ[=+な同時.こ星追抜T▲二二って坂相し持ちよ1'=

十る.Tの姿帆h諾分こLi脚 捕;且叶.こ用い.i#ガラ
スセITlいろ.今次の如くだ号を窪める
J). L,/ズ L.,の況 革

h i,./1I-=の遠退率

h th㈹ SLの S.8PIのTBfよガラスjS光

琳

l'Y 炎の送迎箪

1, 功ミガラスの宍軟石,q,

E(ん.-■】) 光改 5,の転長 /<,'ktt4･n虹 ~sL

における触 発他姓

ru,,-I) 炎の古臭 IL,JA休dlサー''こきiけ

る性射)etLgE

J.LD7(ラノ-/tの旺杜.こて炎を遠じてk胡 :･LL

るit:d S.のAの耳匠.こS,のq茨七台T?せそのとき

の 5,の仏体且虻の正人を ,'r･lL=て-NJ,せは抑 i:Q)

ful港牡辞の閃弧 ミ

E(lt,丁..)Pr･J',･P,♪▲+I_-(1,,丁′)･

h･♪▲-E(i,,A,a.)･ (1)

次.二光狙 5.を.Tm して菜の人としてZI手合せな行

I

E(I,.Tr)･P.･P.-E1.,,{') (2)

決に発が.flaEした4含光iEiS,を,爪灯して耳g治 せセ
行いこのときの Szの弔悼丑空の':モ入J_,丁′さ'･こて貞
わせ.三,同様lこして

L'().,丁'1)･♪.･♪=P.-Jl(1.,一.1) (3)

が柑らLtる.(2),(3)式JL(1)-A:Jz代入して鼓程する

と炎の遠退叫A.淡めらItるD即ち

p,= EILj･･:'ihjj ･-(]･･i ')l･_I(I.,~′R,)

こLt.こ＼＼-■enの式 (飢1職や刑)JL代入すると

:'.(.･∴ .- ,J1,) -:;(一方一一7;ll)
[',EL･

(4)

t5巾屯球 5.1まD碗文t:'こ上る温度思 綻 ･=用いたも

の･むその王._利用した(ql2顎参幻).反位 の柏倉温

EE脈 畠技は L,ソズ L.を議戴させた社台のものであ

る｡照るにここでは碇蜂.二項対すろの'であるから刑 E

か上り75くliつていろ.建って汝笈生抜の=37Lを印耶

1る穎台.二.ここLlのZL事柄正をEtとする.tSLなま･

らく1)Sr.こよって立丑半セII耳する社告に⊥三六の理由

に上って鑑札規正の必I÷まない.

放屋島EIの正斗 -'とはi脚 の■件泌 -〟 との

同臥 王敵をのは作上氷菰こ上って裁定引 tるI

E(1,.-")･p戸 (ち,J) (5)

こIlに W,ぐ,､の式IL代入して♯和すれは

_i-1･2303::】ogpl (6'
I

従って(小泊こて )''tILy-する▲こ当っては .,の代

｡.こ:三′セ入れ甘えた･nlはならないb'･･斯くするb

蛙31草は.消去され{ I''の1仰 二･三J# しない･

ねこ炎の乃ffJig:セ求めるに･まく2)式に ll.印 の

式,I,代入する 放 るとき/_し与)式とla湖にして

1-_1,+2303L-log♪∫･♪l=r ･∫ EJ

然るに縦 放線の設九州 正するため上式の -,tr:il
(6)式上りのJ′′こておき換 えなけLl-E三なら ないカL
ら,こilセ上 式.こ代入して

25
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色i･(32)7lil丸 卓也J;P T / ･tニケJ11-タ･'+'1

_1 -Jl ･2303L,:.opp"7lh (7) 7- ウムー5,∫+- - 1〇･･･
.p(○ 結 ..t3 5つ ボ Fl-rKPr .Jでm E TZnlTL-そC

とILる.今 J,.-P,-A I..9L占(1(ブス一面の遷延撃 153た し t98こ 0･的 E901 4･A3

セ 0.957と触 した)として上式JLllqすLtIと 15<塩 rc I, A - /-I?73C･Tl =2? ら 1.ち

:I,=.1,･23mxO警 6xIQOBL6- :≡ J:'UJ t: ケ∴ ;: :三… :･:::: 三三三

㌔1,1000m115 ･(8, 莞 :･霊 芸;妄諾 ,:,奴‥ ~か '`'
15TlL L=lcf -三 ? 9 -I)

となる. 153_3 た と こ - /･2-ィl :-i 15e･- レJ

次に先中のn件 漕群をItやすべきJLとしては琴-<の 1三つ塩n=7/-t占ウJ.ニIT.i.こ7 1.913I こコ

鮒 ヒ輯軍のL=た.こ散って leこ-I_ ウ 7 1 =tt Tc _刃 e H J

･-.AutogI, (9) I.:,:A;.I;芸'霊 IzL芸前川 5'.I+'ダノ/ラ
lblな し =37ノ 7 9 1エフ

セfTJTlL縛るであろう.mLELi紛いのLafさき粒子の .6:.ti 化 ヒ 土 - ル ト5コU7 =･̀l伝 E 5

冊恥こ比例すべき頼･上は常h･t▲･土足鼓光指におけ 163.ti化7ソい り人 二㌔3 ･7 =5日 一 己33

る兵のIEl(- )とする】 1占,<サブ ′ ほ?! ミ7 コα 1: S･'3
72 ミ眼 捷兼とその事A 配J-(35)7EiRA,的dt,.Uウ_1E/形+1 〆 ,/I)
以上 こ上る脈 の持熱 こ〔いてR,～,汁 Ltt三次の如く ム<三,･.+汚 r斡棚 Ⅰ_チ.

tLつた｡LqL柵 の脚 まTL=て述べ[=ものと 155た し _一 子 , ? =～.U

阿-である･&中･7;:三池 七衣す lcつ,1 r= LII-,I:,T 43 15=18 71_

ホ T 炎のもー郎11亡,i.'2･V̂),速達ZFJ･' leT机 7ノ14クエ 19 !. " 日 ｡ 6二

及び.-■･三つ】｡写I!･の吐 篭::(∴ Ti.{ 芸 ご;,∴ ∴ 言 .†

付{;(29)低温某,達也7;奴7ソ ー･7人･7Llf.I+ ," /ウム1.,.3+路かAW fl:_.I:

他fGlle;; 1'o蒜..･コ81群 fl-,lKI'r =.てm { 1ZT'm.tt⊂
No的 缶 用-T.ド /', て̀･rm ∫ T･tnm'bre 175稚 化 t:き - ,,lGbJl , ≡.34 , 3.56
I一l 4=す , タ 1526 L-u lご C L､3 】丁占姓化ナノLエウJ. ,､れ - - - -

H2泊1-ノ 1-日 67 L ･1 1･65 1･7七サ Pl･目 し七二 Il,li :7a
143 ご玖t_-If 17で 亡F.. lI-I 11 1el 1-6811C l訂 l 己> ,Clこ1 3.二

日4 事､ 巧 H-4C//5 1､1 2 )ヰO h:BL.37)7純 系.?.牧tか= クエ1二,･1十･Y′1

尼& (.t〇)氏江t･.達也JidLカリウJ･75が+A雌 花 ′')JI斗73+締出幼kfIこけ･
lL,I. lTC4 rc ヒ エ ー/･･lr･こtH =:きlこ こ:

tlS モ ク プ ′ lさT7 _e4 1.4 8 '35 は､!i化7 ノーユウJ.'下や ー ー - -

14･J itサ ー ノ I7-6 CTJ lH lI E的 ほ'セナ′P 17'3一 ･' ▲(∩13 二･.1
)47 tt較ヒ1ナ Ⅰ6Tl I.J IX;a l9- 1518HC =こ2aC･̀9IeJ,h 7

I一o 1､ r.I tS.Z C75 l77 6 ]55 だfr(3B)7E注fl.ylRlカVウJl1_1''+1-1ノウ

だlr(31)伍弘系..ti封水カし･7175タ.I+幻もml5 1<二,I;+iI加P)tt煎2"-∠

,～' 183･tkEt I:ご - /･いJ L､̀ 1,,E ニケZ

l19 セ ナ , T 163rl CLI, Z.'J l 155 18<･tiTc7ソ･tヱウ▲ 155peH -･1275 5 =さつ
ISC 洋 ナ ー ソ 】占二つ Cぷ い t3 11: 155{サ′ P lー83･7U 369 < =11
15EeL旗とブナ ld'J C94 192 1 3,=C IEDBHC -～-3㌧ 三- 21611 253
152 ■こ や 1与論 ⊂ 一】 LJ? 0 257 だrT(37)古1系.■ldt.yワー4ニチ∠+1 N'/?



ム･urlァi;ト沼か助黙刑20クJ

lS7Li 化 ビ ニ ー ル は90068 2.55 1 519

L684化7'ノそこウ人19lOO61213)0 2.91

ほ9セ ラ ゾ クL789015 :!5013 37C

IⅨ BHC 2033033 IC2:5 i00

蛙 洞冠煎比は炎の苫鮮上ウ lrJ71上方で炎の中央
である｡

考解 (1)炎中の臨終簡度を讃わナ丘'のは'三隅

誤伝J)排 が大きいため (三つの取 手烏作,5'L関節して

いる)誠の持累より-態の法州を見出すこZ:L三田だで

ある｡従って輔 著しくIi姐希ガスの':ヮクタラウノ

1･に付する排 をしらべるためには存架空に輯乾に炎

の還退部を戎陛 することが必啓である｡

(2) 臨終襟度判定のためにはむしろ菜のJA件温度
~′t=て大脇を糊 LfUる｡こttは -I,は一つの稲定
操恥こ関係するのみであるT=めである.但し炎の井温

暖J_,知 り柑ない租合には軌略の見当をつ.1柑るに止ま

/io
(3) 他 宗とホ溢系との比僻,一路 こ炎の遜遼寧

li既iR系のJJが･大きい.従って配捧熱延もまた小であ

ち.これは炎巾-'.金銭化合物を含まないの<･当PFLの結

Biである.炎の.qt恥良ALLよTrl温罪のTJか許し･｡

(～) 芯‡k系の添加Lul作洞としてセラ･/タ,塩化ビ

ニールその他の有吸物質せ加えると急激に炎の飾硬を

11長下する｡従ってまた?Li件Tuiilセ鵬｢する｡即ちこJt
rL上って-I/タプラウー/トにおける逗班スベタト′一女

伐f頒 船 することが可偽なことセ,7こしている.この

河曙 の持柴の71によれはその離艦はFT化郡の懲罰に拘
わらず-J2にセラヮタの作)伽 '頓 も大きい｡塩讃又は

切炭ガスを発生し柑る･y化ビニー//,gL化7Lノそ=ク

/..FulC..+_セラ1クをmいた場合上りー∝一一231-

高 一､仏体温度をilえ(20%総合にて),またその場缶の

炎の遠退;抑王妃会の脚 に上って易る.

Ⅷ 揺 輪

各題の英米的TJ:配合印洞の鰍 灸について色光スペ

クトルのJ:I/クタラl>/トを梓成すべき繰.手軌 連続
7Lベクトルの生成状態とその成田について故糾した｡

これらのうち払うヒス-クトルに対して主な抱 ス-グ

トルとなるものは和詞を偶成する氷晶中の不味臨.こ原
因すべき トnr)振及び炎中の政体態払子の灼熱 こ上っ

て発達三すべさ迷枕スペクトルである｡而してこ!1らの

薮畝 三菰温某.=おいて鞘に大てある｡

鮮明な色濃を手ひょうとするとさはこLLらについてそ

の狭少対領亘をとることが必要である｡_(ur)は な8姓

するにr三可及RL二光晶の柄詞東を苑めるLl_かはfLい｡

国体きき‡7-に上る連比スペクトルを除去するに:三並那

著しくi三壇熊ガスJ_/発達し拘る如き添加助】点前を加え

ることが茄温罪.こおいて宍用上有効であること,カ'.知ら
れた｡またセラック等のFJ鎖物冗J_y加えて炎の温度1_/

任11することも恭溢茶.こ}八 て有効であることh'･知ら
71.たD

カニ環七綴るにEBL棚 nT移せ跳わった東大工学部LLl

茶転社教だならびにスペクトル//1折.こrLgして有益た故

元を賜わった奴瓜免_放熱 こ対し鯛んで掛 魁 を談 す

る｡また耶料の分析1_,恥 フしたml田ft町.細谷文夫の

両君に対してヨ倍 を袈する｡

文 #

1) 舘.I.r4'.花火 p57(相即 2年･)

2))W Mcllor,ACOrllPrellenStOClrL･aLL't･On

ln｡rgarLICandLTleOrellealchem15triTVI)3L:〕

(19二!3)

3) 回上t.p 453(Z923).

4) 2)と同じ
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(ausedLSrUTtmTICeaga】nbLthedes】rt･d lleL:L･S･
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トルエン碑化に関する考察(第一報)
(従来の トルエン硝化の考察)

(帽和 33年 日 月 占Zj受一望)

llr 兼 継 ,~吉 田 忠 ifE

(5本化英株式企ilFg狭作男)TIE)

従来の トルニノ硝化故に関して考察を行った硝化条

件を区別するために,DVS 托較比,況較倍数,皮

応氾匠,原料仕込法,牧び至賢梓効果を反応変教として

遍ひ,その硝化LF駄及び割品純度に及ぼす膨轡に就い

て考察した.従来宍RQtに行われてきた力法,または文

献に現れた方法から各附 ヒ段指の反応変数を列配し

た｡これから梢転比,I)VS 等を Gr一)gglnSのカ法
に従って罪tiJL,このfgl典をt_ス トグラムで宏わし,

これと同時に代願化はを措いて,各肘 ヒ技階の反応変
数の比較,散P<Jを行ったo 次いで反応変取の変遷と個

々の硝化淡の特徴噂について論じた.

1 概 括

1863年,lV】】brandに上って初めて耶朝された T
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lVT は,1902年,軌乙睦月王に上って辞岬鱒紫として

採用さTl,D)nnmllAGSchlebuseh工場て=某的

4=鑑をBB始さqT'tてから5O有余年を圧 たl)2㌔ この間に

I-ルニ/硝化に即ILては,理論的な数多くの研究が主
として正広践矧こ関してTLされユ),叉, 2阿に7つたる

大戦中には,収乳 生餌 .点質向上及び安全投売の

ための研 究り･)̀)が行われ,炎々組当の成果7LfZ3-.,rてい
る｡

しかしながら現在までの硝化Elh岱桝の理論も,捕

化反応泣虹式も77')I)10),毘梓効率及び酪化較組成が反

応の初めと終 りで挙るしく変化するコ二桑 的/､ツチ柁化

JiJl缶では.プランナ芯抑こそのまま使用できない｡一

方弊政望旗現で得られた文徹の最適条件-I)ち,甥梓.

冷却吉Eプ薄 の開樫からそのまま scELLcupするここは


